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獅子の系譜111111

●世帯数　113,035世帯　●人口　229,757人（前月比88人減）
� 男▶113,606人　女▶116,151人

春日部市の世帯数と人口
（12/1現在）

市公式ソーシャルメディア 安心安全情報メール「かすかべ」
市では、防災、防犯、火災、
子育て、行政、気象情報な
どに関する情報をメールで
配信しています。

防災行政無線
放送内容は、フリーダイヤル

（ 0120-899-300）
で確認できます（直近の内容のみ）。
�問危機管理防災課（�TEL048-739-6830）
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市長の行動記録

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

市公式魅力発信メディア
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形式の獅子舞が継承されています。
　市指定文化財の銚子口、赤沼、東中野の各獅子
舞は、下
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（越谷市）から伝授されました。銚
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10年（1697年 ）、赤沼 が 享
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3年
（1718年）、東中野が享保5年（1720年）に伝えら
れたことが伝授書に記されています。
　県指定文化財である西金野井の獅子舞は、江戸
川の開削や雨
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いの伝承、獅子頭の墨
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から、江
戸時代の早い時期にさかのぼると考えられます。
　獅子舞は、夏の悪
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けや雨乞い、秋の収穫祝
いなどを目的とし、各地区の祭礼で奉納舞が行わ

する銚子口と赤沼の獅子舞は、300年以上もの歴
史を重ね、笛の音
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など、
地域色があります。祭礼の日にしか見られない民
俗芸能が、舞台上で一堂に演じられる機会です。
ぜひご来場ください。

れます。
　1/12㈰には、新春を祝い、銚子口の獅子舞が銚
子口香取神社で奉納されます。
　また、2/9㈰には、「伝える、つなげる、獅子舞の
未来」と題し、獅子舞を継承する皆さんの活動を
テーマに、民俗芸能公開事業を開催します。出演 �問文化財課（�TEL048-739-6811）

問 シティセールス広報課
（ TEL 048 - 796-5985）
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大使
　11/11 の 春 日 部
市 ふ れ あ い 大学院
で、ふれあい大学院
生約50人 に、漆 と
芸術 の 話 な ど に つ
いて講義しました。
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大使
　10/29 の 春 日 部
市 ふ れ あ い 大学合
同講座で、ふれあい
大学学生約90人に、
気候変動 と 地球温
暖化 の 話 な ど に つ
いて講義しました。
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市との連携協力
に関する都市間協定
�問 �問危機管理防災課�
（ TEL 048-739-6830）

　豊中市と春日部市は、お互いが持つ資源や
特徴を生かしながら、それぞれの地域の活性
化および持続的な成長に向けた取り組みを推
進するため、「豊中市・春日部市の連携協力に
関する都市間協定」を締結しました。
　あわせて、平時からの災害対策に関する相
互応援を行うため「豊中市と春日部市との災
害対策における相互応援に関する覚書」を締
結しました。

埼玉県・春日部市 
国民保護実動訓練
�問 �問危機管理防災課�
（ TEL 048-739-6830）

　11/15にアイル・アリーナ ウイング・ハッ
ト春日部で、埼玉県と春日部市の共催による
国民保護実動訓練を実施しました。イベント
開催中に化学剤が散布されたという想定で、
観客の避難や救護、除染やトリアージなどの
訓練を行いました。
　なお、今回の訓練は、陸上自衛隊第32普通
科連隊、埼玉県警察、日本赤十字社埼玉支部な
どに協力いただきました。

　まちの将来像「つながる にぎわう すまい
るシティ 春日部」の実現に向けて、五つの
プロジェクトを重点的・分野横
断的に取り組む健幸プロジェク
トを推進しています。
　今回は、五つのうち「安心安全で魅力ある
まちプロジェクト」の中から「防犯・暴力対
策事業」を紹介します。

問 政策企画課（ TEL 048 - 736 -1118）

人もまちも健康で、
すべての人が幸せに

　防犯・暴力対策事業では、犯罪や暴力のな
い安全で安心な住みよいまち春日部を実現
するため、市民や関係機関などと連携して
各種啓発活動、防犯パトロール活動への支
援や推進、街頭防犯カメラの維持管理など、
さまざまな活動に取り組んでいます。　　　
　平穏な生活を脅かす巧妙・凶悪化する犯
罪に立ち向かうためには、地域全体で「警戒
心」や「結束力」を強化し、情報の共有や相
談しやすい環境を構築しておくことがとて
も大切です。
　そのために、自身のライフスタイルに合
わせ「鍵かけや戸締まりの徹底」「近所での
あいさつや声かけ」「防犯教室やパトロール
活動に参加」など、無理なくできることから
取り組んでいきましょう。

問 くらしの安全課（ TEL 048-736-1126）
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▲銚子口の獅子舞 ▲赤沼の獅子舞


